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協同組合 国母工業団地工業会

　協
同
組
合
国
母
工
業
団

地
工
業
会（
理
事
長
埴
原

甲
二
）は
、7
月
16
日（
水
）

国
母
公
園
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
第
39
回
夏
ま
つ
り
を
盛

大
に
開
催
し
た
。当
日
は
好

天
に
恵
ま
れ
、組
合
員
の
従

業
員
と
そ
の
家
族
や
近
隣

住
民
を
含
め
約
2
千
名
が

参
加
し
た
。

　開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
埴
原

理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、山
梨
県
産
業
労
働

部
高
根
理
事
、中
央
市
田
中
市
長
が
来
賓
の
あ
い
さ
つ
と
来
賓
の

紹
介
が
行
わ
れ
、夏
ま
つ
り
が
開
会
し
た
。

　ま
つ
り
に
は
各
組
合
員
企
業
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
模
擬
店
13

店
が
出
店
し
、会
場
全
体
に
芳
し
い
香
り
を
漂
わ
せ
な
が
ら
採
算

度
外
視
で
来
場
者
の
お
腹
を
満
た
し
た
。特
に
子
供
た
ち
に
は
く

じ
引
き
の
模
擬
店
が
大
人
気
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、「
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
」や「
夏
ま
つ
り
ラ
ッ
キ
ー
く

じ
」な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
で
は
、5
チ
ー
ム
18
名
が
自
慢
の
歌

声
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、山
梨
電
子
工
業
株
式
会
社
の

三
人
組
が
コ
ブ
ク
ロ
の
サ
ク
ラ
を
絶
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
歌
い
上
げ

最
優
秀
賞
と
な
っ
た
。ま
た
、の
ど
自
慢
大
会
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
招

い
た
も
の
ま
ね
の
歌
姫
と
称
さ
れ
る「
レ
デ
ィ
ー
エ
リ
カ
」が
抜
群

の
歌
唱
力
で
ポ
ッ
プ
ス
等
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
ま
ね
を
披
露

し
、観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
た
。

　夏
ま
つ
り
ラ
ッ
キ
ー
く
じ
抽
選
会
で
は
、組
合
員
企
業
や
協
賛

企
業
31
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
豪
華
玄
関
マ
ッ

ト
な
ど
約
1
0
0
点・総
額
40
万
円
に
上
る
景
品
の
抽
選
が
行
わ

れ
、抽
選
発
表
の
た
び
に
来
場
者

は一喜一憂
し
て
い
た
。

　こ
の
夏
ま
つ
り
は
、組
合
員
の

従
業
は
も
と
よ
り
従
業
員
の
家
族

を
は
じ
め
地
元
住
民
の
親
睦
交
流

の
場
と
し
て
組
合
設
立
当
時
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、組
合
と

し
て
の
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
だ
け
で

な
く
、甲
府
市
か
ら
中
央
市
、昭

和
町
に
広
が
る
国
母
工
業
団
地
の

夏
の
風
物
詩
と
も
な
って
い
る
。
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一般社団法人 やまなし美味しい甲斐

　一般
社
団
法
人
や
ま
な

し
美
味
し
い
甲
斐（
關
本

得
郎
代
表
理
事
）が
、7

月
24
日
に
設
立
さ
れ
た
。

　こ
れ
ま
で
山
梨
県
農

業
技
術
課
が
主
催
す
る

「
美
味
し
い
甲
斐
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」で
、東

京
農
業
大
学
小
泉
武
夫

名
誉
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
得
な
が
ら
、平
成
23
年
か
ら
25
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
1
1
4

も
の
山
梨
県
産
の
新
た
な
農
産
加
工
品
が
開
発
さ
れ
た
。こ
れ
ら

の
開
発
商
品
を
中
心
と
し
た
県
産
農
産
加
工
品
の
販
路
開
拓・

販
売
拡
大
の
た
め
に
、「
美
味
し
い
甲
斐
」ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
含

め
た
商
品
開
発
の
支
援
と
販
売
促
進
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

農
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
者
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て
、当

法
人
が
設
立
さ
れ
た
。

　6
月
23
日
に
は
甲
府・ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
に
て
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
、法
人
の
設
立
趣
旨
と
組
織
の
概
要
、法
人
設
立
に
向
け

た
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、総
会
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は

23
の
事
業
者
か
ら
県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ
れ
た
美
味
し
い

甲
斐
開
発
商
品
が
出
品
さ
れ
、試
食
会
と
商
品
P
R
が
行
わ
れ
、

試
食
し
た
出
席
者
か
ら
も
山
梨
県
産
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
開
発

商
品
は
好
評
で
あ
っ
た
。ま
た
、出
品
事
業
者
か
ら
の
販
売
促
進

に
対
す
る
法
人
への
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　法
人
設
立
後
の
8
月
6
日
に
は
第
1
回
社
員
総
会
が
開
催
さ

れ
、平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
、

具
体
的
な
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　今
年
度
は
、①
加
工
品
開
発
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー・勉
強
会
の
開

催 

②
販
売
促
進
に
係
る
実
店
舗
で
の
販
売・イ
ベ
ン
ト
出
店
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売 

③

広
報
宣
伝
に
係
る
商
品
カ
タ

ロ
グ
の
製
作
と
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
、

の
3
つ
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
。今
後
、法
人
は

山
梨
県
農
政
部
の
協
力
・
支

援
の
も
と
、美
味
し
い
甲
斐
開

発
商
品
を
持
つ
農
業
者
・
事

業
者
が一丸
と
な
り
、販
売
促

進
事
業
を
実
施
し
、山
梨
県

の
農
業
の
6
次
産
業
化
推
進

と
農
業
者
の
自
立
を
め
ざ
し

て
活
動
し
て
い
く
。

賑わいを見せる模擬店

開会のあいさつを行う埴原理事長

レセプションには多くの開発商品が並んだ

あいさつする關本得郎代表理事
（第1回社員総会）

高い技能･技術を身につけた人材の確保をお手伝いします
●山梨職業訓練支援センター（ポリテクセンター山梨）

　厚生労働省所管の独立行政法人が運

営する山梨職業訓練支援センター（ポリ

テクセンター山梨）では、求職者の方々

向けの公共職業訓練（6ヶ月間、産業技

術科のみ7ヶ月間）を実施しています。

　公共職業訓練とは、新たな技能・技術

を身につけ再就職を目指す方を対象に

実施している訓練制度で、高い技能･技

術を身につけた修了者の就職率は高く、

即戦力として企業で活躍しています。

　そこで、修了者を採用している企業と

修了者からお話を聞きました。

　求人を検討している企業の皆様には、知識・技能を習得し活躍の場を求める受講者を紹介しますので、是非ポリテク
センター山梨にご相談ください。
　ポリテクセンター山梨への求人や訓練内容のお問合せは、電話055-242-3066（訓練課）までお願いします。

藤精機 株式会社
代表取締役

新藤 　淳 氏

　20年以上前からポリテクセンター修了者を採用してい
ます。採用時に重視する点は前向きに仕事に取り組む姿
勢ですが、ポリテクセンター山梨で訓練受講して新たな
技能･技術を身につけようとする前向きな姿勢を評価して
います。

藤精機 株式会社

佐藤 志保 さん

　ポリテクセンター山梨で習得した知識・技能・技術が大
変役に立っています。使う機器や環境が変わっても対応
する自信がつき、仕事への不安はありませんでした。これ
からの目標は、実際の仕事の中から溶接等のスキルを
アップさせ、後輩を指導できるようになりたいと思います。

平成24年12月に金属加工科を修了　
平成24年12月採用


